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その realt)art)と考 えることによって_ 実験忙対応す るよ うをsingula-

r土tyを説明出来 る可能性があることを示 した'｡ しか し_実験 結果 もそれほ ど

まだ十分でをいし､今後. conLq-is.tentを理論を作っ て行 きたいO
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比 熱 の対数発散 と現象論

高 野 文 彦

2次相転移のLand･au流の現象論で､比熱の対数発散 を琴るにはどうすれば/ _lJl

よいかを考 える｡

一般にある物理量Ⅹを_ ある値 Ⅹ にとめたときの自由エネルギ- F区)は､系

の ハ ミル トニアンをLuとす ると

eT7gF(頚=Tr〔ejLK8匹 ぺ )〕 . ♂- 1A T

で与 えられ ると考えると､ 同じ条件の下 での内部エネルギーU図 は

U(x)= TT〔eJHHS(Ⅹ一頭 /Tr〔e-PLy8(Ⅹ二幻〕

- a(βF国 )/∂Ⅹ

とを る｡

◆

強 磁性体 を考 え､Ⅹとして Spin densityの Fourier成分をと り､ その

値 を sqに したときの自由エネルギ-を sqについて展開 LJ

F(sq)-Fo+チ 3qfqs｡S-｡+･･････

とか く. 平衡のときの自由エネルギーFは ,･
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二次相転移 ･不可逆過程

♂ F- ノ∴イ ㌻ βF(sq)〟dsq
q -

で与 え_ちれ るが_上の展開を 2次まででとめれば

F -Fo･才 qz短

とそ り､内部 エネルギーUは

βfq̂ ,r

1 a(8%)

ワ ニ 91m - uo+ ヰ す す - ㌻--∂β

と告 るo これ は

U晦 )-Uo+ 号 措 欝 gq叫

を el7gF吋 を Ⅶeigh七として平均 した ものに等 L,い0

-万内融 エネルギJJ(ql)は､ ハ ミル トとアン03'形 より

U(sq)=-1'J(q)勺 S-q

で与 えられ るはずであ るか ら､上式 と比べ ると

も -翠 rI(q) ( 練摘 温郎 よ らをい任- 数)

とを るべ きことほを るO? ま･り薫 はTの1inear もerⅡiLか含まれ離 ､とと

にをるo fq=Oが T> Tc では正 ,T< Tcでは負にをることは-Tcを適当

にとれば成 り立ち. ･ また 摘 k q3/2の項を仮定すればAbeの理論にを るo･た

だ し帯磁率 Zや自'-発磁化の異常性は説明できをいo
btL
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